	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第６章 p.121-142


１．次の文章を読んで，各問いに答えなさい。（１点×13）
　問題を解決するためにものごとや現象を（ ① ）し，ほかの方法であらわすことをAモデル化という。モデル化することで，問題を分析しやすくなるというだけでなく，その問題のようすを（ ② ）として再現することができるようになる。また，コンピュータ上で（ ③ ）の値を変化させることにより簡単に（②）を行うことができるようになった。（②）は，現物を使った実験では莫大な費用がかかるもの，（ ④ ）をともなう実験や活動，（ ⑤ ）上，本物のシステムを利用した実験が許されないもの，（ ⑥ ）や巨大世界を対象とした実験・活動，（ ⑦ ）内の実験や長時間かかる実験・活動のような場合に適している。また，（②）は，まず（ ⑧ ）を使って（②）し，次に（②）の結果を現象と比較して，（ ⑨ ）や（⑧）を修正し，最後に（②）の結果を用いて（ ⑩ ）をする，という手順で実施する。
（１）①～⑩に適する語句を下の語群より選び，記号で答えなさい。
（２）下線部Ａのモデル化の手順は以下の通りである。⑪～⑬に適する語句を下の語群より選びなさい。

１）モデル化の（ ⑪ ）を明確にする。

どのような問題を解決したいのか，何のためにモデルをつくるのかを明確にする。
２）モデルを構成する（ ⑫ ）とその関係を明らかにする。

３）モデルを数式や（ ⑬ ）などであらわす。
	＜語群＞
ア）抽象化　　イ）具体化　　ウ）パラメータ　　エ）データ　　オ）要素　
カ）全体　　キ）関係　　ク）シミュレーション　　ケ）モデル　　コ）数理モデル　
サ）物理モデル　　シ）図　　ス）微小世界　　セ）危険　　ソ）仮説
タ）モラル　　チ）目的　　ツ）微小時間　　テ）問題解決



２．以下の記述はシミュレーションにより問題を解決しようとしている過程を示したものである。各問いに答えなさい。
文化祭で砂糖と小麦粉を使ってカップケーキとビスケットをつくって売ることになった。一つをつくるのに必要な材料とその価格は次の通りである。
	製品
	材料
	価格

	カップケーキ
	砂糖９g
	小麦粉10g
	20円

	ビスケット
	砂糖６g
	小麦粉９g
	16円


当日朝，手に入った砂糖は1.5kg，小麦粉は2.0kgだった。すべて売れると仮定して売上を最大にするにはそれぞれ何個ずつつくればよいかを考えてみたい。

最初に（ ① ）の設定をする。カップケーキの個数をx，ビスケットの個数をy，売上をPとすると，売上の式はP=（ ② ）となる。

次に砂糖と小麦粉の量との関係について考える。
砂糖はカップケーキ1個あたり9g，ビスケット1個あたり6g必要であるから，カップケーキx個，ビスケットy個をつくるために必要な砂糖の量は（ ③ ）とあらわすことができる。よって，砂糖の量は1.5kgであるから，（ ④ ）という不等式が成り立つ。小麦粉はカップケーキ1個あたり10g，ビスケット1個あたり9g必要であるから，カップケーキx個，ビスケットy個をつくるために必要な小麦粉の量は（ ⑤ ）とあらわすことができる。よって，小麦粉の量は2.0kgであるから，（ ⑥ ）という不等式が成り立つ。
さらに（④）や（⑥）といった不等式を満たす（①）の範囲について考える。また，x，yは個数であるので，必ず，x≧0，y≧0となる。

（④）を満たすxの範囲を定める。y≧0であるからxが最大値となるのはy＝0のときである。したがって，（ ⑦ ）となる。また，xは0以上の整数であるから，x≦（ ⑧ ）となる。また，（⑥）を満たすxの範囲を定める。y≧0であるからxが最大値となるのはy＝0のときである。したがって，（ ⑨ ）となる。また，xは0以上の整数であるから，x≦（ ⑩ ）となる。以上より，x≦（⑧）とx≦（⑩）を同時に満たすxの範囲は（ ⑪ ）となる。
以上より売上P=（②）が最大になるxとyについて，表計算ソフトウェアを利用して求めることを考える。そのために以下のように入力した。２行目以降のA列は0，1，2・・・（⑧）までの値となり，F列はC列とE列の値のうち小さいほうとなる。
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カップケーキの個数を70個としたときの記述を以下にする。

カップケーキをつくるための砂糖の使用量は（ ⑫ ）gである。よって1.5kgの砂糖から（⑫）gを引くと残りは，（ ⑬ ）gとなる。この砂糖でビスケットをつくると（⑬）g÷6＝（ ⑭ ）から，（⑭）枚できる。またこのとき，小麦粉の使用量は（ ⑮ ）gである。2kgの小麦粉から（⑮）gを引くと残りは，（ ⑯ ）gとなる。この小麦粉でビスケットをつくると（⑯）g÷9＝（ ⑰ ）枚できる。（ビスケットの枚数は整数より）したがってビスケットは（⑰）枚できることになる。以上から，売上はカップケーキが1400円，ビスケットが（ ⑱ ）円となり，合計は（ ⑲ ）円となる。
（１）①～⑲に適する数値や数式，語句を書きなさい。（１点×19）
（２）B2，C2，D2，E2，F2，G2に適する表計算の数式や関数を書きなさい。（３点×６）
（３）表計算ソフトウェアを使わず，連立一次不等式を使って売上が最大となる場合のカップケーキとビスケットの個数を求めることもできる。次の①～③に答えなさい。（３点×４）
①連立一次不等式を書きなさい。

②連立一次不等式においてxとyの値の取り得る範囲を求めなさい。

③カップケーキを50個つくるとき，ビスケットの最大枚数とそのときの売上を求めなさい。
３．次の文章を読んで，各問いに答えなさい。（１点×９）
ある目的のために収集した大量のデータを一定の規則にしたがって蓄積し，利用するためのしくみをもったものを（ ① ）という。（①）はデータモデルから作成される。データモデルとはデータの表現方法をモデル化したものである。データをまとめるときは，表にするとわかりやすいことが多い。いくつかの表に分けて管理するような（①）のことを，（ ② ）という。データの各項目を（ ③ ）といい，１件１件のデータの単位を（ ④ ）という。（④）を検索するときに手がかりとする（③）を（ ⑤ ）とよぶ。値が重複しない，データを識別する役割をもった（③）を（ ⑥ ）という。
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（１）①～⑥に適する語句を書きなさい。
（２）表の⑦～⑨には③，④，⑥のいずれかと同じ語句がそれぞれ入る。最も適した語句を書きなさい。
４．次の文章を読んで，各問いに答えなさい。
後輩のために修学旅行のおすすめスポットをデータベース化することになった。まず少量のサンプルデータを利用して，データベースがどのようなものになるかを検討する。右上の表1がサンプルデータである。
データを特定するために（ ① ）を設定する。表１の場所１，場所２，場所３をそれぞれ異なる（ ② ）にして，登録コードの（ ③ ）をつけ，これを（①）とすれば，データを識別することができる。これが表２である。（③）どうしを比べて，お互いに関係がないものどうしを分離し，大きな表を小さな表に分割する。このように一定の規則にしたがって表を整えることを（ ④ ）という。（Ⅰ）を（④）したところ，（Ⅱ）のようになった。（④）によってできた（③）を元に三つの表を作成する。表を作成する際にはまず（ ⑤ ）など（③）の属性を定義する。（⑤）には，文字や数字に使用する（ ⑥ ），計算を必要とする数値に使用する（ ⑦ ）などがある。今回，人名は（⑥）とし，おすすめ度を（⑦）とした。それをもとに，それぞれの表の項目にテストデータを入力し，表を関連づける（ ⑧ ）の設定をする。（⑧）を設定したデータベースは，特定の条件を満たす（②）を取り出して新しい表をつくる（ ⑨ ）や，特定の条件を満たす（③）を取り出して新しい表をつくる（ ⑩ ），さらに複数の表から，特定の条件にしたがって新しい表をつくる（ ⑪ ）といった処理を行い（ ⑫ ）を作成する。さらに，クエリの作成，フォームの作成，レポートの作成を行ってデータベースの完成となる。
（１）①～⑫に適する語句を書きなさい。（２点×12）
（２）表２，（Ⅰ），（Ⅱ）のＡ～Ｅに当てはまる語句を書きなさい。（１点×５）
解答用紙
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第６章 p.121-142
	
	


	１
	（１）
	①

	②

	③

	④



	
	
	⑤

	⑥

	⑦


	⑧



	
	
	⑨


	⑩


	
	

	
	（２）
	⑪


	⑫


	⑬
	

	２
	（１）
	①


	②


	③



	
	
	④


	⑤


	⑥



	
	
	⑦


	⑧


	⑨



	
	
	⑩


	⑪


	⑫



	
	
	⑬


	⑭


	⑮



	
	
	⑯


	⑰


	⑱



	
	
	⑲


	
	

	
	（２）
	B2


	C2


	D2



	
	
	E2


	F2


	G2



	
	（３）

	①


	②



	
	
	③ビスケットの枚数

	売上


	３
	（１）
	①


	②


	③



	
	
	④


	⑤


	⑥



	
	（２）
	⑦


	⑧


	⑨



	４
	（１）
	①


	②


	③



	
	
	④


	⑤


	⑥



	
	
	⑦


	⑧


	⑨



	
	
	⑩


	⑪


	⑫



	
	（２）
	Ａ


	Ｂ


	Ｃ



	
	
	Ｄ


	Ｅ


	


解答用紙（解答）
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第６章 p.121-142
	
	


	１
	（１）
	①
ア
	②
ク
	③
ウ
	④

セ

	
	
	⑤
タ
	⑥
ス
	⑦

ツ
	⑧

ケ

	
	
	⑨

ソ
	⑩

テ
	
	

	
	（２）
	⑪

チ
	⑫

オ
	⑬
シ
	

	２
	（１）
	①

変数
	②

20x+16y
	③

9x+6y

	
	
	④

9x+6y≦1500
	⑤

10x+9y
	⑥

10x+9y≦2000

	
	
	⑦

9x≦1500
	⑧

166
	⑨

10x≦2000

	
	
	⑩

200
	⑪

0≦x≦166
	⑫

630

	
	
	⑬

870
	⑭

145
	⑮

700

	
	
	⑯

1300
	⑰

144
	⑱

2304

	
	
	⑲

3704
	
	

	
	（２）
	B2

＝1500-9*A2
	C2

＝INT(B2/6)
	D2

＝2000-10*A2

	
	
	E2

＝INT(D2/9)
	F2

＝MIN(C2:E2)
	G2

＝20*A2+16*F2

	
	（３）

	①


9x+6y≦1500


10x+9y≦2000
	②

0≦x≦166
0≦y≦222

	
	
	③ビスケットの枚数
166枚
	売上
　　　　　　  3656円

	３
	（１）
	①

データベース
	②

リレーショナルデータベース
	③

フィールド

	
	
	④

レコード
	⑤

キー
	⑥

主キー

	
	（２）
	⑦

主キー
	⑧

フィールド
	⑨

レコード

	４
	（１）
	①

主キー
	②

レコード
	③

フィールド

	
	
	④

正規化
	⑤

データ型
	⑥

テキスト型

	
	
	⑦

数値型
	⑧

リレーションシップ
	⑨

選択

	
	
	⑩

射影
	⑪

結合
	⑫

ビュー表

	
	（２）
	Ａ

登録コード
	Ｂ

性別
	Ｃ

場所コード

	
	
	Ｄ

人名コード
	Ｅ

場所名（「場所」でも可）
	


⑨





⑧





⑦
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Ｃ
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各１点











